
達成
感

達成
感にに笑顔満載笑顔満載

　長島の八雲神社において６月７日・８日に
例大祭が行われました。前夜祭では担当地区
を中心に子どもから大人まで多彩な奉納演芸
を披露し、大盛況のうちに幕を閉じました。
演者・スタッフ一同、笑顔で一杯でした。
� （関連記事P20）

●主な内容
定例会６月会議
地域環境、歴史的特徴を活かして����２
一般質問
ここが聞きたい
９議員が町の考えを問う��������������������６

常任委員会活動�����������������������������������16

ひらいずみ
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議
会
定
例
会
６
月
会
議
は
、
５
日
か
ら
１２
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
中
で
も
議
員
報
酬
等
検
討
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
報
酬
等
の
改
正
に
向
け
て
動
き

始
め
ま
し
た
。

地域環境の活用を
問 北上川流域の今後の保全と活用

方針は。

答 現在の町民農園を交流の場とし
て活用しつつ、今後は北上川の

管理用通路を活用した道の駅等を周遊
するウォーキングイベントも企画して
いきたい。

定
例
会
６
月
会
議

定
例
会
６
月
会
議

地
域
環
境
、
歴
史
的
特
徴
を
活
か
し
て

地
域
環
境
、
歴
史
的
特
徴
を
活
か
し
て

目を引く取り組みを
問 日本農業遺産の普及を通じて農

業従事者、関係人口、移住促進
を目指すとあるが、具体的な取り組み
方針は。

答 昨年度は、様々な人が参加でき
るシンポジウム、勉強会を開催

してきた。関係人口の創出の面では、
地域おこし協力隊が企画したフットパ
ス等も行われてきている。また、今年
度は旅行業者が企画したモニターツ
アーを予定している。

プランの周知を
問 このマスタープランは、町民がまちづくりへの理解を深めるため

に非常に重要なものである。町民に今後、どのように周知と理解
を図っていくのか。

答 現在、ホームページでの公表を考えている。ボリュームが大きい
ため概要版も併せてホームページに掲載していきたい。また、

アンケート調査を行った中学生にもタブレット端末で見られるようにし
ていく。

平
泉
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

議員報酬の検討へ一歩
議員報酬等検討特別委員会を設置

青森大学 佐藤淳教授による研修
適正な議員報酬とは

　平泉町議会は６月会議で「議員
報酬等検討特別委員会」を設置
しました。本委員会は、社会情
勢や財政状況、町民意識を考慮
し、議員報酬の適正性、透明性、
妥当性を検証します。今後、外部
講師の助言を踏まえ、町民意見�
を広く取り入れ、公平で開かれた
報酬制度の見直しを図ります。
将来の平泉町にふさわしい議会
報酬のあり方を提示できるよう、
議会一丸となって真摯に取り組
んでまいります。

委員長の
所見

設置目的

　平泉町議会議員報酬等検討特別委員
会では、なり手不足問題を考察し、町政
への住民の関心の低下を防ぐととも
に、適正な議員報酬のあり方について
調査・研究を行い、検討をしていく。

　委 員 長：髙橋　拓生
　副委員長：大友　仁子
　委　　員：升沢　博子・佐藤　孝悟
　　　　　　髙橋　伸二・氷室　裕史
　　　　　　小埜寺　享

町
民
町
民
のの
声声

農業遺産の活用を具体的に
先人が守り続けてきた束稲山麓地
域の原風景と、農地を保全するた
めの知恵を後世に受けついでいく
ことが、農業遺産の価値を高めて
いくと思っております。
地域住民の賛同を得ながら、農業
遺産の活用について具体性をもっ
て進めて欲しい。

佐
さ

々
さ

木
き

　加
か

代
よ

子
こ

さん
（平泉字花立）

青森大学佐藤淳教授による議員研修

議会も柔軟な姿勢を
平泉なりの議会の在り方を模索して、若い人が議員
に挑戦できるような柔軟な姿勢が欲しい。そして誰
でも集える居場所づくりなど、町民の福祉の充実を
図って頂きたい。

小
こ

岩
いわ

　良
りょう

さん（平泉字花立）

町
民
町
民
のの
声声

町民町民のの声声

シン・ひらいずみの
環境づくりに期待

町の課題も多く、町民ニーズも
多様化している中で、議員の職
責は大きいものと感じている。
今回の特別委員会においては、
多様な意見を集約したうえで必
要な調査研究・検討を進め、町
民の理解を得ながら新たな町の
環境づくりに向けた取り組みに
努めて頂きたいと思う。

岩
いわ

淵
ぶち

　秀
ひで

彦
ひこ

さん
（長島字赤羽根）
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。
議会定例会６月会議（６月５日〜12日）

議案及び内容 議決結果

報告
繰越明許費繰越計算書
（物価高騰対応低所得世帯支援事業228万円、町道衣関線整備事業6,700万円）

事件案件

平泉町都市計画マスタープランの策定 可決

令和7年度補正予算
一般会計補正予算（第２号）
（定額減税補足給付金2,000万円、営農継続農業機械支援事業補助金100万円など2,616万円の増） 可決

議員発議

消費税の減税及び必要な財源確保を求める意見書の提出 可決

コメの不足と物価高騰への対策を求める意見書の提出 可決

平泉町議会議員報酬等検討特別委員会設置に関する決議 可決

賛否の公表  賛否のあった議題
議員名

議　案

小
埜
寺　

享

千
葉
多
嘉
男

大
友　

仁
子

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛

成

反

対

議
決
結
果

発議第４号　�消費税の減税及び必要な財源確保を
求める意見書の提出について 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × × − 6 5 可決

発議第５号　�コメの不足と物価高騰への対策を�
求める意見書の提出について 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 − 8 3 可決

※採決に議長は参加していません。

キャッシュレスの促進を
問 まだ現金払いが主流である。町民の生活支援を視野に入れると

他の支援の手立ても考えられたのではないか。

答 町民の生活支援に結び付けたい考えがあるが、一部の観光DXに
もつながる施策でもある。今後、利用者も増加していくことが

見込まれるため、多くの町内事業者と町民にもキャッシュレス決済を
利用してもらいたい。

問 キャッシュレス決済の手数料が非常に高いのではないか。他事業
者の選定や、当該事業者との交渉で手数料を抑えることはできな

かったのか。

答 昨年度と比較しても高額な手数料になっている現状がある。しか
し、全国的にもっとも普及している電子決済事業者であり、実績

も顧客満足度も高いことが選定理由である。

定
例
会
５
月
会
議

定
例
会
５
月
会
議
（
５
月

（
５
月
1616
日
）
日
）高齢者施設への支援は

問 社会福祉施設等物価高騰対策支援金
294万円の内訳は。

答 町内の高齢者施設等への物価高騰に対
する経済的負担の軽減で、支援金の

給付を予定している。町内21事業所のうち、
申請のあった施設等に給付する予定である。

議会定例会５月会議（５月16日）
議案及び内容 議決結果

報告
平泉町町税条例の一部を改正する条例の専決処分
(地方税法等の改正に伴う所要の整備）

令和６年度平泉町一般会計補正予算（第12号）の専決処分

令和7年度補正予算
一般会計補正予算（第１号）
（ふるさと納税推進業務委託料4,529万円、キャッシュレス決済利用促進事業委託料782万円など１億5,221万円の増） 可決

町
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に

ふるさと応援寄附基金の活用を
問 ふるさと応援寄附基金が当初予算の8,000万円から１億

5,000万円に増額されたが、その経緯は。

答 今年度は米価格が高騰し、それに伴い米の返礼品を求め
る寄付が殺到している。３月と４月だけで１億円以上の

寄付があり、今後の寄付も見込み、１億5,000万円を計上するこ
ととなった。さらに寄付が見込まれた際は、それに合わせて補正
等で調整していきたい。

生活を守るための
支援を

高齢者施設の支援金の給付
は理解できるが、厳しい
暮らしをしている高齢者
世帯の生活を守るため、
支援を検討して欲しい。

千
ち

葉
ば

　主
ち か ら

税さん
（平泉字要害）

町民町民のの声声
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一　般　質　問

※�各議員の質問ページの氏名隣りの
ＱＲコードから、個人の質問の
内容がご覧になれます。

　議員自身の考え、町民の生の声、
町の施策などを執行者に質

ただ

します。
　今回は9人の議員が登壇しました。

P７ 氷室　裕史議員
①部活動の地域移行に関する諸課題と展望
②消防団の充実強化に関する取り組み

P７ 真篭　光幸議員
①農機具マッチング事業
②特定外来生物駆除対策
③改正鳥獣保護管理法
④学習用タブレット端末の更新

P８ 千葉　多嘉男議員
①いわて平泉歴史文化観光地域計画
②空き店舗対策事業

P８ 大友　仁子議員
①子育て支援
②災害時における避難所整備の充実

P９ 升沢　博子議員
①第３期子ども子育て支援事業計画
②町営住宅の入居条件緩和

P９ 髙橋　伸二議員
①小・中学校の教材費等の保護者負担の実態

P10 阿部　圭二議員
①自転車の活用
②エアコン設置
③�マイナンバーカード利用者証明用電子証明
書の有効期限切れへの対応

P10 千葉　勝男議員
①町長の外交
②コミュニティーバス運行に係る課題
③長島七曲のトイレ設置
④平泉温泉の入館者数
⑤平泉文化遺産センター敷地内の草の処分

P11 三枚山　光裕議員
①中山間地域等直接支払制度の第６期対策
②補聴器購入への補助

問
　
部
活
動
が
地
域

移
行
し
た
後
、
学

校
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
。

教
育
長　
現
在
の
顧
問

制
度
は
無
く
な

り
、
学
校
が
部
活
動
を
主

導
す
る
立
場
か
ら
、地
域・

保
護
者
へ
協
力
す
る
関
係

に
な
る
。
生
徒
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
は
情
報
共
有

を
行
い
、
把
握
し
て
い
き

た
い
。

問
　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

内
で
学
校
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
場
合
を
想
定
す

る
と
、
地
域
移
行
後
も
学

校
教
育
の
プ
ロ
で
あ
る
教

員
と
し
て
顧
問
制
度
に
代

わ
る
役
を
創
設
し
、ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
の
関
係
を
持
ち

続
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
地
域
移
行
後

の
課
題
と
し
て

情
報
共
有
、
安
全
確
保
、

共
通
の
ル
ー
ル
作
り
が
あ

げ
ら
れ
る
。
外
部
コ
ー
チ

と
も
生
活
指
導
を
含
め
た

協
力
関
係
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
役
割
と

責
任
を
明
確
に
し
て
い
き

た
い
。

問
　
日
本
の
植
物
の

生
態
系
や
人
の
生

命
・
身
体
、
農
林
水
産
業

へ
被
害
を
及
ぼ
す
外
来
種

の
植
物
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
等
の
駆
除
に
取
り
組
む

考
え
は
。

町
長
　
町
で
は
生
息

の
現
状
を
把
握

し
た
後
に
駆
除
の
対
応
を

検
討
す
る
。

問
　

特
に
も
県
道�

一
関
北
上
線
の
長

島
側
に
多
く
生
息
し
て
お

り
、
環
境
省
の
駆
除
へ
の

協
力
の
チ
ラ
シ
を
参
考
に

住
民
へ
の
周
知
を
図
る
べ

き
だ
。
見
解
は
。

町
長
　
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
し
て
い
く
。

総合計画６つの基本目標
１．協働のまち
1-1 子ども教育の充実 真篭・髙橋（伸）・阿部
1-3�生涯スポーツ 氷室
1-5�町民参画の町づくり 阿部

２．福祉の充実
2-1�保育・子育て支援 大友・升沢
2-2�地域福祉の充実 升沢・千葉（勝）
2-3�高齢者福祉の充実 三枚山

３．観光と産業
3-1�農業の振興 真篭・三枚山
3-2�農山村環境の保全 真篭
3-4�商工業の振興 千葉（勝）

４．防災と交通
4-1�消防体制の充実 氷室
4-2�地域防災の強化 大友

５．環境と調和
5-3�地域公共交通の充実 千葉（勝）
5-5�空き家対策の推進 千葉（多）
5-6�情報環境の充実 阿部

６．歴史と文化
6-3 芸術・文化の振興 千葉（多）
6-4�景観の保全・整備 千葉（勝）

真
ま
篭
ごめ
　光
みつ
幸
ゆき
�議員

議員の
ひとりごと

部活動の地域移行は、学校
と地域が一体となり、 諸
課題を解決していくことが
重要です。 決して、 地域・
保護者へ丸投げとならない
ように議論を深めていけれ
ばと思います。

大会参加も容易に

増え続ける特定外来種
議員の
ひとりごと

見た目の色の鮮やかさに観賞してしまいが
ちですが、 秋の七草のキキョウ、フジバ
カマなどが絶滅危惧種になっています。
在来種を守りましょう。

氷
ひ
室
むろ
　裕
ひろ
史
し
�議員

全文はこちらから

全文はこちらから

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここがここが
聞聞きたい！きたい！

特定外来生物駆除の住民周知を
答先進事例を参考に周知する

部活動の地域移行の展望は
答移行検討協議会を設置

一般質問一般質問とと
総合計画総合計画

町ホームページで見られます ▼

【第６次平泉町総合計画】

　平泉町は総合計画に基づき、町長が施策を推進
しています。６つの基本目標に大別された分野別
の課題や進捗状況、政策について議員が町長等に
質すのが一般質問です。各議員が総合計画におけ
るどの分野について質問しているのかを可視化し
ました。
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
商
工
業
振
興
の

空
き
家
対
策
と
し

て
、
意
向
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
、
補
助
事
業
の
拡

大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
の
か
。

町
長
　
補
助
事
業
の

拡
大
に
つ
い

て
、
空
き
店
舗
の
現
状
か

ら
す
る
と
、
開
業
す
る
為

に
は
大
規
模
改
修
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
修

資
金
支
援
も
含
め
た
具
体

的
な
補
助
事
業
内
容
を
検

討
す
る
。

問
　
中
尊
寺
通
り
や

毛
越
通
り
の
空
き

店
舗
が
多
く
、
世
界
遺
産

の
町
と
し
て
取
り
組
み
強

化
を
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

観
光
商
工

課

長
　
関
係
者
と

勉
強
会
等
を

開
催
し
な
が
ら
、
メ
イ
ン

と
な
る
、
中
尊
寺
通
り
、

毛
越
寺
通
り
の
空
き
店
舗

対
策
に
よ
り
来
訪
者
が
歩

い
て
周
遊
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
展
開
し
、
観
光

振
興
の
目
標
に
掲
げ
て
い

る
「
滞
在
時
間
」、「
観
光

消
費
額
」、「
満
足
度
」
の

向
上
に
取
り
組
む
。

問
　
高
齢
者
介
護
施

設
の
人
材
不
足
は

深
刻
で
あ
る
。
国
は
日
本

人
だ
け
で
は
介
護
現
場
の

維
持
は
困
難
と
判
断
し
、

２
０
１
７
年
に
外
国
人
在

留
資
格
に
「
介
護
」
を
加

え
た
。

　
当
町
の
社
会
福
祉
法
人

も
入
所
者
の
増
加
に
伴
い

人
材
不
足
を
補
う
た
め
、

外
国
人
職
員
を
募
集
し
て

い
る
が
、
住
ま
い
を
確
保

で
き
ず
実
現
で
き
て
い
な

い
。
町
営
住
宅
を
活
用
で

き
な
い
か
。

町
長
　
町
営
住
宅
の

入
居
条
件
は
あ

る
が
、
空
き
状
況
と
特
定

の
条
件
下
で
は
「
目
的
外

使
用
」
が
認
め
ら
れ
る
。

問
　
現
在
の
空
き
状

況
は
。
ま
た
、
他

県
で
は
外
国
人
介
護
職
員

へ
の
活
用
の
例
も
あ
る
。

町
有
財
産
の
有
効
活
用
の

観
点
か
ら
も
検
討
は
。

建
設
水
道

課

長
　
現
在
、
高

田
前
住
宅
８

室
、
上
野
台
住
宅
２
室
の

空
き
状
況
で
あ
る
。今
後
、

目
的
外
使
用
で
の
有
効
活

用
も
判
断
し
て
い
く
。

問
　
小
・
中
学
校
に

子
ど
も
を
通
わ
せ

て
い
る
保
護
者
が
負
担
し

て
い
る
教
材
費
等
の
負
担

の
実
態
は
。

教
育
長　
教
育
費
の
負

担
が
大
き
く
、

生
活
が
苦
し
い
と
の
回
答

が
５
割
で
、
子
育
て
世
帯

の
家
計
の
厳
し
さ
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
授
業
料
以
外
に

保
護
者
が
負
担
す

る
教
育
関
連
の
費
用
の
軽

減
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
見
解
は
。

教
育
長　
こ
れ
ま
で
軽

減
策
を
検
討
し

て
こ
な
か
っ
た
。

　
今
後
は
、
就
学
援
助
制

度
の
見
直
し
な
ど
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問
　
子
育
て
に
か
か

る
お
金
の
問
題

は
、
子
育
て
支
援
課
の
課

題
で
も
あ
る
、
ど
う
取
り

組
む
か
。

町
長
　
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
費
用
の

軽
減
策
を
検
討
す
る
。

問
　
保
育
所
か
ら
小

学
校
へ
の
就
学
に

伴
い
、
登
校
時
間
よ
り
も

早
く
出
勤
す
る
親
に
と
っ

て
子
ど
も
の
居
場
所
に
困

る
「
朝
の
小
１
の
壁
」
へ

の
対
応
は
。

教
育
長　
教
職
員
の
勤

務
開
始
時
刻
は
、

午
前
８
時
１５
分
と
な
っ
て

い
る
が
、早
い
時
間
に
登
校

す
る
児
童
の
た
め
に
保
育

所
と
同
じ
午
前
７
時
３０
分

頃
に
開
錠
し
、
教
員
の
勤

務
振
替
を
行
う
な
ど
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
先
生
方
の
負
担

や
働
き
方
改
革
の

観
点
か
ら
、
民
間
の
見
守

り
支
援
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
を
配
置
し
、
開
錠

時
間
を
１
時
間
早
め
て
体

育
館
な
ど
で
子
ど
も
を
預

か
る
取
り
組
み
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
次
長
　
今
の
体
制

で
問
題
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

議員の
ひとりごと

升
ます
沢
ざわ
　博
ひろ
子
こ
�議員

議員の
ひとりごと

共働き世帯が専業主婦世帯の 2.5 倍
以上に達した。 仕事と子育てを両立
する世帯が増えている昨今、 具体的
な対応を考えるタイミングでは。

髙
たか
橋
はし
　伸
しん
二
じ
�議員

千
ち
葉
ば
多
た
嘉
か
男
お
�議員

大
おお
友
とも
　仁
さと
子
こ
�議員

安心、安全な取り組みを

観光客が楽しめる活気ある商店街に

世界遺産の街にふさわしい街並
みを形成していくためには、沿道
に住んでいる方々と行政とが協働
した取り組みが大事であること
から、 相互の想いを語ることが
必要だと思います。

議員の
ひとりごと

高齢者施設など、
人に関わる職場に
は、せめて余裕の
ある職員数を。

町有財産の有効活用を

議員の
ひとりごと

「隠れ教育費」と言われる教材費
等の支払いが家計を圧迫している。
教育委員会と町の答弁は建設的で
未来志向であり歓迎したい。

教育費

全文はこちらから

全文はこちらから

全文はこちらから

全文はこちらから

空き店舗対策の補助事業拡大は
答具体的な補助内容を検討する

教育費が保護者の過重負担では
答負担増で生活の苦しさが浮き彫り

外国人介護職員の町営住宅入居は
答目的外使用での有効活用を判断する

「朝の小１の壁」への対応は
答今の体制で問題ないと認識している
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
自
転
車
は
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
、
住
民
の

足
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
平
泉
町
に
は
ぴ
っ
た
り

で
、
学
習
会
や
広
報
、
イ

ベ
ン
ト
で
周
知
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

町
長
　
自
転
車
の
イ

ベ
ン
ト
は
予
定

し
て
い
な
い
が
、
生
活
習

慣
病
や
健
康
増
進
へ
の�

自
転
車
活
用
は
有
効
と
認

識
し
て
い
る
。
国
の
健
康

づ
く
り
運
動
で
も
、
体
力

に
応
じ
て
体
を
動
か
す
こ

と
が
重
要
で
自
転
車
の
活

用
も
含
め
継
続
的
な
運
動

を
広
報
や
健
康
教
室
な
ど

で
周
知
し
て
い
く
。

問
　
北
上
市
が
「
自

転
車
活
用
推
進
計

画
」
を
作
っ
て
い
る
。
検

討
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
県
南
地
域
で

は
各
担
当
者
が

集
ま
り
自
転
車
推
進
計
画

に
向
け
て
調
査
や
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
企
業
誘
致
が
な

か
な
か
形
と
し
て

現
れ
て
こ
な
い
。
Ｓ
Ｉ
Ｃ

の
周
辺
開
発
な
ど
、
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
コ
ロ
ナ
禍

以
前
よ
り
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進

め
て
き
た
。
誘
致
も
企
業

に
任
せ
き
り
で
は
な
く
、

公
園
の
整
備
等
も
視
野
に

入
れ
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
　
青
木
町
政
３
期

目
の
任
期
も
残
り

１
年
余
り
と
な
っ
た
。
海

外
の
都
市
を
訪
問
す
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
の
か
。

町
長
　

ド
イ
ツ
・

シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー

市
の
意
向
に
よ
り
、
日
本

の
伝
統
芸
能
に
関
わ
る
若

者
と
交
流
を
図
る
た
め
、

訪
問
す
る
運
び
と
な
っ

た
。
現
地
で
は
神
楽
を
披

露
し
た
他
、
平
泉
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
ま
た
、

今
回
は
若
者
の
人
材
育
成

に
結
び
つ
い
た
こ
と
が
何

よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
。

問

�

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の

「
第
６
期
対
策
」
が
は
じ

ま
っ
た
。「
５
期
」
と
の

相
違
点
と
、
町
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
対
象
農
地
が

地
域
計
画
区
域

内
の
農
用
地
が
加
わ
っ

た
。
交
付
単
価
、
８
割
交

付
と
な
る
基
礎
単
価
と
、

１０
割
交
付
と
な
る
体
制
整

備
単
価
に
。
そ
の
体
制
整

備
と
し
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
活
動
計
画
」
の
作
成

が
必
要
と
い
う
内
容
。

問
　
「
６
期
協
定
の

説
明
」の
な
か
で
、

農
家
に
不
安
が
あ
る
の
で

は
と
心
配
し
た
。
具
体
的

な
取
り
組
み
の
内
容
に
つ

い
て
、
農
地
の
「
維
持
・

管
理
」
の
作
業
は
、
基
本

的
に
は
、
５
期
と
変
わ
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
い
い

の
か
。

農
林
振
興

課

長
　
「
６
期
」だ�

か
ら
と
い
っ�

て
変
更
は
な
い
。

議長の
目
線

一般質問にみる町の課題と展望
　６月会議の一般質問では、９名の議員から地域課題、子育て支援、

防災対策、観光振興、マイナンバーカード対応など多岐にわたる質疑
が交わされました。これらは町民生活に直結し、未来の平泉町発展に不可欠

な課題と認識しております。議会として、これらの解決に一丸となって取り組み、
町民の皆様の期待に応えてまいります。

阿
あ
部
べ
　圭
けい
二
じ
�議員

千
ち
葉
ば
　勝
かつ
男
お
�議員

三
さん
枚
まい
山
やま
光
みつ
裕
ひろ
�議員

議員の
ひとりごと

町長の職務はただの外交・
遊説ではなく、町のためにな
る何かを外交先で引き出し、
それを形として得て、 今後の
町づくりに活かしていくことで
はないだろうか。

初めてのドイツ訪問

議員の
ひとりごと

自転車で脂肪燃焼させ、 生活
習慣病対策、ストレスの緩和、
環境や、 お財布にやさしい。
自転車生活をしませんか。

自転車の可能性に期待
議員の
ひとりごと

近隣市は「草刈りだけでは維持 
管理農用地に当たらない」と 
強調。 国の要綱には「多面的
機能の確保、適切な農地の管理」
と「草刈りだけでダメ」とは書い
てありません！

中山間地の草刈り作業全文はこちらから 全文はこちらから

全文はこちらから

自転車活用推進計画の検討は
答県南地域で調査や検討している

これまでの企業誘致の成果は
答誘致は企業内検討の段階へ

中山間「６期対策」と「５期」との違いは
答対応は「５期」と変わらない
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意見書を審査しました

政務活動費収支報告
　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として、平泉町では平成28年度から交付されています。
　議員一人当たり月額５千円、年間で６万円を上限として議員個人に支給されます。
　各議員の政務活動費の収支報告書は閲覧することができます。
　　閲覧場所　平泉町議会事務局
　　閲覧時間　午前８時30分から午後５時15分まで（土、日、祝日を除く）

令和６年度政務活動費収支状況� 単位：円

議
席 氏　　名

収入額 支出科目 政務活動費
支出額計

政務活動費
精算額

（6万円上限）
政務活動費
返納額政務活動費

補助金
調査
研究費 研修費 資料

作成費
資料
購入費 広報費 事務費

1 小埜寺　享 55,000 14,172 5,530 19,702 19,702 35,298
2 千葉多嘉男 55,000 14,172 6,578 20,750 20,750 34,250
3 大友　仁子 60,000 18,222 21,000 39,222 39,222 20,778
4 氷室　裕史 60,000 9,972 9,972 9,972 50,028
5 阿部　圭二 60,000 9,972 9,972 9,972 50,028
6 三枚山光裕 60,000 4,049 61,490 65,539 60,000 0
7 真篭　光幸 60,000 41,560� 18,372 715 60,647 60,000 0
8 髙橋　伸二 60,000 6,958� 51,372 5,140 63,470 60,000 0
9 佐藤　孝悟 60,000 41,560� 9,972 51,532 51,532 8,468
１０ 千葉　勝男 − − − −
１１ 升沢　博子 60,000 53,720� 9,972 63,692 60,000 0
１2 髙橋　拓生 60,000 42,100 18,372 5,500 65,972 60,000 0

合　　　計 650,000 42,100 136,840 6,958� 178,619 66,990 38,963 470,470 451,150 198,850
※会議費の支出はありませんでした。　　※収入額を超えた支出は、自己資金で負担しています。

消費税の減税及び必要な財源確保を求める意見書
反対です 討論 賛成です

減税は慎重に
真篭　光幸�議員

　基幹税である消費税の減税に代わ
る現実的な財源の代替案がない。消
費税減税は感情に左右されない慎重
な審議が必要である。

減税は国民の願い
阿部　圭二�議員

　小規模企業ほど、賃上げの環境は
厳しい。アンケートによれば国民の
多くは消費税減税に賛成している。

住民に寄り添う施策を
髙橋　伸二�議員

　消費税減税は家計負担を減らし、
内需を支えるものである。法人税改
定で財源も確保できるのではない
か。

コメの不足と価格高騰への対策を求める意見書
反対です 討論 賛成です

コメ不足の要因は多様である
真篭　光幸�議員

　コメ不足と価格高騰の要因は多岐
に渡り、見えざる要因も存在する。
意見書提出には及ばない。

改革は当事者で
三枚山光裕�議員

　コメ不足は根本的に生産量が足り
ないからである。また、農協改革は
国主導ではなく、農協当事者で行う
べきである。

国へ意見書を提出しました

議員
発議平泉町議会モニターを募集します平泉町議会モニターを募集します

　議会では、より充実した議会活動及び皆さんのご意見を伺い町の施策につなげるため、「議会
モニター」を募集します。

 主な活動内容 　•本会議を傍聴（配信を含む）し、会議の運営に関するアンケート等への回答
　 　　　　　•議会だよりに関するアンケート等への回答
　 　　　　　•モニター会議への出席
 任　　　期 　委嘱の日から令和９年３月31日まで
 募 集 人 数 　５人程度
 応 募 資 格 　•町内に住所を有する18歳以上の方
　 　　　　　•国又は地方公共団体の公務員でない方
　 　　　　　•国会議員または地方議会の議員でない方
　 　　　　　•町議会の仕組み及び運営に関心がある方
 応 募 期 限 　８月22日（金曜日）午後５時まで
 応 募 方 法 　�申込書（議会事務局窓口に設置またはホームページからダウンロードしたもの）

に必要事項を記入し、議会事務局に直接またはFAXにてご提出ください。
　 　　　　　※応募多数の場合は、年代・性別・地区などを考慮し、選考いたします。
　 　　　　　※�詳細については、町議会ホームページで確認いただくか、議会事務局へお問い

合わせください。
　 　　　　　問合せ先／議会事務局　TEL�34-5595　FAX（代表）46-3080

採択

採択
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議員研修 令和７年５月22日

　岩手県自治会館で午後１時より議員研修が
行われました。内容は「成功する公共施設マネ
ジメント」で、東洋大学国際ＰＰＰ研究所シ
ニアリサーチパートナーの南学氏の講演でし
た。もう一つは「いま求められる「地方」議会・�
議員の役割」で、東京大学大学院法学政治学
研究科教授の金井利之氏の講演でした。平泉
からは４名の議員が参加しました。

町政調査会議員研修� 令和７年５月14日

空き家になる前に
家族と話し合いを
講　師　地域おこし協力隊
　　　　松草　達人�氏

　空き家を放置することで、安全上・防犯上・
衛生上・景観上・近所トラブルの増加など様々
な問題点が想定されるので、空き家になる前
に早めに家族と話し合いで決めておくことが
必要であると考えさせられた。
　町の住宅支援として、空き家の賃貸・売却
を希望する所有者から提供された情報を集約
し空き家をこれから利用・活用したい方に紹
介する「空き家・空地バンク」制度があるの
で、空き家問題で悩みのある場合は相談して
ほしい。

活力ある人生のために
講　師　イーハトーブひらいずみ法律事務所
　　　　特定行政書士　小松代　季長久�氏

　少子化と高齢化の進展で、人口減少社会
をむかえ様々な社会課題が見えてきた。
そこで、町民の皆様が平泉町で安心・
安全な暮らしを全うできるような施策を
考えるうえで大切な「終活」について学ぶ
ことにした。
　「終活」とは、今後の人生がより良い
ものになるように人生を総括する「人生
の終わりについて考える活動」である。
「終活」の第一歩は、①資産の整理、②自
分の意思を残す、③備忘録を作る。講師
から「エンディングノート」を書くこと
を勧められた。
　円満な相続を迎えるために、知ってお
きたい「終活のすすめ」について有意義
な研修となった。

写真で見る議会の活動

県南議長会議員交流会 令和７年６月18日

　住田町では古くから盛んであった林業を活用
した町のPR活動を行っています。「SUMITA
チェンソーアート杣

そま
遊
ゆう
会
かい
」では、会長の佐藤

清司さんのもと様々な取り組みを行い、平成
25年には町内で競技大会を開くほどになりま
した。地域産業を通じた町のPR活動は当町に
おいても興隆の契機となるかもしれません。

環境整備 令和７年６月22日

　早朝より平泉町議会と
事務局で高舘橋西側の清掃
を行いました。2007年
から清掃は毎年行われて
おり、今後も環境美化整
備に努めてまいります。

移住・定住につながる
空き家対策を

町内での空き家が増えていると感
じています。空き家を放置するこ
とにより、街並みの景観を損ねる
原因にもなります。空き家対策を
充実させて、移住・定住に繋がる
ような事業展開をして欲しい。

佐
さ

久
く

間
ま

　千
ち

代
よ

子
こ

さん
（平泉字柳御所）

町民町民のの声声

チェーンソーアートでPRを

事務局も参加しての環境整備

家庭での話し合いを

地方議会の役割とは

今後の家族のために
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総 務 教 民 交流人口の増加を目指して常 任 委 員 会
　総務教民常任委員会では、総務、教育、民生の分野を担当しています。
　６月会議では、当町の関係する課題について各担当課から報告を受け、課題
解決に向け協議を行いました。その一部を報告します。

産 業 建 設 安心・安全で住み良い町に常 任 委 員 会
　産業建設常任委員会では、６月会議の中で今年度の調査テーマ「社会基盤整備、
農業振興策、観光・産業振興策」をもとに、関係する課の取り組みを調査し、
委員間で話し合い、より良い施策につながるよう協議を行いました。

常任委員長の
目
線

今回、委員から要望があり、平泉SIC周辺開発の手続きを議題に
加えた。進捗状況の報告を求めたところ、産業建設常任委員会の所管外

という回答であったが、商業施設の開発行為は当委員会の所管であることに
間違いはない。進捗状況は町民の大きな関心事でもあり、継続的な情報提供が必要

ではないだろうか。

常任委員長の
目
線

避難所運営訓練が11区、12区、13区の自主防災会を対象に平泉
小学校で行われ参加しました。事前研修を受けたにもかかわらず、いざと

なると思ったようにいかないと、つくづく感じました。
我が事としての日頃の訓練が大事だと痛感しました。

指定管理施設の有効活用を

問 浄土の館
たち
の利用状況は。

また、案内板を設置できないか。

答 観光客の増加で宿泊者は増えており、
２割は外国人の利用者となっている。

案内板の設置が必要であるが、屋外広告物
条例があり難しい。

すすまない汚泥の処理は

問 防火水槽の汚泥の処理について。

答 サンプリング調査を進める。処理
できる方法を検討しているが、当

町は放射能汚染重点地域のため解除は難
しい。

災害への備えを

問 災害時の避難所として、宿泊施設等との締結は。

答 今年度中に町内宿泊施設と災害時支援協定を締結
する予定である。

開発行為とは

問 平泉スマートインターチェンジ周辺
の開発行為とは。

答 開発行為とは、主として建築物の
建築または特定工作物の建設の

用に供する目的で行う土地の区画形質の
変更をいう。

「道の駅平泉」における活性化は

問 高齢化に伴い買い物難民が増加している。
「道の駅平泉」は、町の中心地で丁度良い場所

にあるが、商品が少ないと感じる。見解は。

答 少量多品種を図り魅力ある道の駅になるよ
うに野菜出荷部局に要望する。

キャッシュレス決済について

問 キャッシュレスポイント還元事業をこれから実施す
るが、手数料が高いのではないか。他の自治体でも

実施しているので、一緒に検討してはどうか。

答 この委託料のうち、運営費用は今回から発生したも
ので、町としても高いと認識している。今後の実施

の際は検討したい。

早期の新たな魅力と活力を
平泉SICは、大型駐車場を最大
限に活かすべきである。周辺に
商業施設等を集積して産業振興
を目指すため、更なる早期の具
現化に向け推進を図り、新たな
魅力と活力あるまちづくりに繋
がることを期待します。

加
か

藤
とう

　克
かつ

志
し

さん
（平泉字柳御所）

町民町民のの声声

泥上げは50年ほど前
防火水槽の泥上げは50年ほ
ど前にした記憶があり、火災
の時に用が足せるか気にか
けています。定期的な点検
が必要ではないか。

阿
あ

部
べ

　薫
かおる

さん
（平泉字大佐）

町民町民のの声声

よりPRする方策を

商品の多様化を

常任委員会活動
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橋本彩
あや
音
ね
さん

橋本恵
めぐ
美
み
さん

広報広聴
委員長の
目
線

取材を終えて
過去２年間は５名の議会だよりモニターの方から、今回は新しく親子目線で

率直な意見をいただきました。親御さんはどのような目線で議会だよりを読ん
でいるのか、子どもはそもそも議会だよりがあることを知っているのか。また普段

私たちが当たり前のように使っている表現なども、よりわかりやすく伝えることが
必要であると改めて痛感しました。今回の取材も、今後の議会だよりの作成に役立ててい

きたいと思います。

　
前
号（
１
８
７
号
）に
つ
い
て
、
今
回
は
橋
本

恵め
ぐ
美み

さ
ん
と
彩あ
や
音ね

さ
ん（
平
泉
中
学
２
年
）親
子

に
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
率
直
な
感
想
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

親
子
で
読
む

　
議
会
だ
よ
り

知人が載っていれば親近感　子どもたちは手に取る？
・�今の子たちは紙媒体を見る機会が少ない。議会だよりを開くことも少ないのでは
ないか。
・自分の住んでいる地域以外の情報は意外と少ないので目を通している。
・町民の声は目に入りやすい、特に知人が載っていると読んでみたくなる。
・学校の図書館には議会だよりがあるようだが、果たして手に取って見ているのか。

住
み
や
す
い

町
づ
く
り
への
思
い

小お

野の

寺で
ら
愛あ
い
海み

さ
ん
（
１4
区
）、
小お

野の

寺で
ら
優ゆ
う
海み

さ
ん
（
１4
区
）

佐さ

さ々

木き

煌こ
う
来き

さ
ん
（
２0
区
）、
荒あ
ら
木き　
瑚こ

都と

さ
ん
（
２１
区
）

　
保
育
所
か
ら
小
中
学
校
、そ
し
て
今
も
同
じ

高
校
に
通
う
仲
良
し
の
４
人
。
忙
し
い
学
校

生
活
で
、
自
分
の
思
い
を
語
る
チ
ャ
ン
ス
が

少
な
い
皆
さ
ん
に
、
今
の
平
泉
へ
の
思
い
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

通
学
に
不
便
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
？
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
？

　
・�

駅
か
ら
学
校
や
家
ま
で
遠
く
て
不
便
。

　
・�

北
に
向
か
う
路
線
バ
ス
が
無
く
、
家
の

人
に
申
し
訳
な
い
。
特
に
、
冬
季
は
バ

ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

　
・�

長
島
の
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
で
走
り
づ
ら

く
て
直
し
て
ほ
し
い
。

将
来
の
夢
や
就
職
希
望
業
種
は
？
そ
れ
は
町

内
で
叶
え
ら
れ
そ
う
で
す
か
？

　
・�

ま
だ
決
め
て
な
い
の
で
、
良
く
分
か
ら

な
い
。

　
・�

専
門
学
校
に
通
い
た
い
。
戻
っ
て
平
泉

か
ら
勤
め
る
か
も
。

　
・�

平
泉
以
外
で
考
え
て
い
る
。
戻
っ
て
く

る
か
は
難
し
い
。

平
泉
町
の
い
い
と
こ
ろ
、
好
き
な
場
所
は
あ

り
ま
す
か
？

　
・�

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
。

　
・�

人
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
・�

特
に
感
じ
た
こ
と
が
な
い
。
た
だ
、
周

り
の
方
々
は
人
が
い
い
。

こ
れ
か
ら
の
平
泉
に
必
要
な
も
の
や
必
要
な

こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
・�

交
通
の
便
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

　
・�

大
型
店
み
た
い
な
買
い
物
で
き
る
と
こ

ろ
が
出
来
る
と
い
い
。（
洋
服
屋
と
か
）

　
・�

公
園
や
み
ん
な
が
遊
べ
る
所
、
楽
し
め

る
所
が
ほ
し
い
。

　
・�

世
界
遺
産
以
外
の
有
名
な
場
所
。

　
・�

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
。

平
泉
町
議
会
・
議
員
に
何
か
一
言
あ
り
ま
す
か
？

　
・�

余
計
な
も
の
よ
り
、
走
っ
た
り
で
き
る

運
動
す
る
場
所
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

　
・�

い
い
こ
と
を
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
・�

大
事
と
は
思
い
ま
す
が
、
世
界
遺
産
に

あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
。

　
・�

フ
ァ
イ
ト
！！

取
材
を
通
じ
て

　
今
回
は
本
当
に
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
高
校
生
の
方
々

に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

平
泉
に
対
す
る
思
い
が
詰
ま
っ
た
取
材
と
な

り
、特
に
「
子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
」
に
は
、

重
み
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。今
回
を
機
に
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
上
げ
て
い
た

だ
き
、
一
緒
に
未
来
の
町
づ
く
り
に
思
い
を

馳
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

写真に目がいきやすい
言葉が難しいかも？　

・友達が載っているとちょっと見る気になる。
・大きい文字やふりがながあれば読みやすくなる。
・�学校の行事等で自分が関わっていることが載って
いれば興味がわく。
・わからない言葉が多いと読み疲れてくる。
・�ページによって色使いが明るかったり暗かったりする
気がした。

仲良し４人組

シリーズシリーズ
44

町町民民
ののホンネホンネ
　町民ひとりひとりに町への思いがあります。皆さんの考えや
思いを聞いてみました。
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議長交際費を公表します議長交際費を公表します
４月分 33,600 円

（懇談会、任命式、祝賀会会費など）

５月分 38,500 円
（レセプション、表彰式会費など）

６月分 32,500 円
（協賛金、総会会費など）

議会定例会議会定例会
９月会議のお知らせ９月会議のお知らせ
９月８日㈪～18日㈭

開催予定
※�本会議はインターネットで�
生中継しています。
※ぜひ傍聴にお越しください。

　６地域の輪番制で行う八雲神社例大祭。
少子高齢化や人口減少により、その開催
をも危ぶまれる中で今回実行委員長を
務めた前田さんは、「今の時代だからこそ
地域の娯楽の一つとして昔から続いて
いる奉納演芸はやりたかった。」とその�
必要性を語ってくれました。また、「協力
してくれた地域の人に感謝するととも
に、天候にも恵まれ大盛り上がりで、
皆さんにも喜んでもらえたことと思い
ます。」と満面の笑みで答えてくれまし
た。満足のいく楽しさ満載のお祭りと
なったようです。

　
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
が
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
け
た
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
に
随
行

し
た
一
関
市
の
高
校
生
が

海
外
の
高
校
生
と
意
見
交

換
し
た
よ
う
で
す
。

　
未
来
を
変
え
る
の
は
い

つ
で
も
、
新
た
な
価
値
観

を
持
っ
た
若
者
が
造
り
上

げ
る
も
の
。
若
者
が
思
っ

た
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
見
守
り
た
い
で
す
ね
。

阿
部
圭
二　

地域の伝統文化を守り続ける

※詳細はHPをご覧ください。

子どもたちの舞台は大盛り上がり！！

ひ
ら
い
ず
み
議
会
だ
よ
り
188号

　
発
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平
泉
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議
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志
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TEL�0191 -34 -5595　
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町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
議会だよりは再生紙を使用しています
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